
※学校だよりのタイトル『羽ばたく』は，甲府市出身の宮沢和史さんに作詞作曲していただいた，舞鶴小学校の校歌

の歌詞の一節です。「ふるさとを愛し、羽ばたく子に」なって欲しいとの願いをこめてタイトルとしました。

「学校運営協議会設置推進委員会」実施

令和５年度より、甲府市の全ての学校が、学校運営協議会制度を導入した「コミュニティー・スクー
ル（ＣＳ）」となります。これまで保護者や地域の皆さんには、「学校応援団」や「学校評議員」などの
形で学校を支えてくださっていました。本校がＣＳとして「学校運営協議会」を開催し、保護者や地域
の皆さんによる学校運営への参画や、学校運営に対する支援・協力を推進することで、これまで以上に、
学校と保護者及び地域の皆さんとの間の信頼関係が深まり、学校運営の改善や子ども達の健全な育成に
取り組む事ができるようになります。
令和４年度は、その準備段階として３地区の連合自治会長さん、青少年育成協議会長さん、令和３年

度の学校評議員さんにお集まりいただき、「学校運営協議会設置推進委員会」を開催しました。
具体的には、令和５年度からの学校運営協議会に３つの部を設定します。連合自治会長さんには「安

全支援部」を、ＰＴＡ会長さんと青少年育成協議会長さんには「行事支援部」を、昨年度の学校評議員
さんには「学習支援部」をお願いしました。
一部「青少年育成協議会」の「通学路安全点検」と重なる地区もありますが、

「安全支援部」は主に、「登下校の見守り」に携わっていただきます。「下校時
刻一覧表」を自治会に配布していますが、各地区では、どなたを中心に、どの
様な組織が子ども達の安全を支えてくださっているのか整理し、よりきめ細か
い対応をとっていきたいと思います。
「行事支援部」は、子ども達が地域に帰って活動したり地域の文化に触れた

りするための窓口として携わっていただきます。今年も夏休みのラジオ体操が
各地区で行われましたが、各地区では、どなたを中心に、どこでラジオ体操を
実施しているか整理し、子ども達に参加を促していきたいと思います。なお、
地区の文化祭へも協力していきたいと思います。また、本年度も「まいづるま
つり」を実施する予定ですが、コロナが落ち着きましたら、地域の方のご協力
を得るような内容を検討していきたいと思います。
「学習支援部」は、保護者や地域の方の力を生かす「学校の教育活動」に携

わっていただきます。これまで「読み聞かせボランティア活動」や「みそづく
り」、「家庭科のミシンの補助」など、子ども達の教育活動を支えていただいて
いました。これもやはり感染状況を確認しながら、三密を回避しコロナ対応を
万全にする中で、できる範囲の中で取り組んでいきたいと思います。また、「学
校評価」の実施に当たって、昨年度までお願いしていた経緯もあることから、
今後も「学校評価」の原案を作成していただき、協議会で承認を得るようにし
ていきたいと思います。
本校には、それぞれの学区を持った３つの地域が統合により１つの学校を支

えてくださっていた経緯があります。これまで、それぞれの地域が子ども達を支えてくださった独自性
は生かしつつ、「舞鶴相生地区・舞鶴穴切地区・舞鶴春日地区」と、どの地区の子も「舞鶴の子」であ
るという共通認識を持ち、情報交換をしていく中で、舞鶴の子にとって素敵な「ふるさと」となるよう
にしていきたいと思います。この３年間、コロナ禍によりこれまでの学校活動も地域の活動も制限され

てきましたので、「スクラップ・アンド・ビルド」の言葉の通り、ま
ずは今年度、互いに情報交換し合い、活動を整理し、来年度以降、子
ども達にも保護者にも地域の方にも無理をしないでできる範囲の取組
は何か再検討し、新たな連携のあり方を模索していきたいと思います。
今回の学校運営協議会という組織の立ち上げを好機会と捉え、これ

まで以上に学校と地域と家庭が互いに連携できるよう努めて参りたい
と思います。コロナウイルス感染症の終焉は、まだまだ見えませんが、
保護者のみならず地域の皆様の本校教育に対する益々のご理解とご協
力をお願い致します。
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１学期終業式

明日から迎える夏休みの前に、校内ＴＶ放送で終業式を行いました。代表
の子ども達からは１学期の思い出や、夏休み中や２学期に取り組みたいこと
について発表がありました。終業式が終わると、学級では掃除や片付け、夏
休み中の課題などの配布が行われました。わくわくドキドキ緊張した中にも
「あゆみ」を初めてもらう１年生の子ども達には、笑顔が溢れていました。
体力つくりや自由研究など、長い休みだからこそできることに粘り強く取り組み、有意義な夏休みにし
て欲しいと思いました。

夏休みラジオ体操

私の小学生の頃の夏休みの朝といえば、ラジオ
体操、男子はソフトボールと決まっていて、地域
の中学生や大人に指導してもらった覚えがありま
す。今は、子ども達の数も減り、どこの地域の行
事も減ってきている上に、コロナ禍の中ですので、
子どもクラブ等の活動もだいぶ制限されているようです。
そんな中ですが、子ども達の所属する各自治会では、参加人数や実施期間

等には違いがあるものの、「朝のラジオ体操」に継続して取り組んでいただい
ていました。来年度は、「学校運営協議会」を通じて、地区ごとにいつ・どこ
で行われているか、子ども達に情報が提供できることと思います。
どの会場でも、子ども達が元気にラジオ体操に取り組む姿が見られ、地域

の方の子ども達へのご支援にありがたく思いました。きっと子ども達の「夏
休みの思い出」の１ページになると思います。「ふるさと舞鶴」を感じることができるよう、来年度も
参加を呼びかけていきたいと思います。

２学期始業式

コロナ対策として、ChromebookのMeetを活用して、２学期の始業式を行い
ました。これまでは、放送室から有線放送で配信していたのですが、ディス
プレイが全てデジタル化されましたので、テレビ放送ではなく放送室からWi-
Fiを使って各教室に配信しました。
全校児童を代表して、１・３・５年生の子どもが、夏休みの様子や２学期

に頑張りたいことなどを発表しました。始業式が終わると、月曜日から本格的に使う校舎を子ども達
は丁寧に掃除しました。また、夏休み前に配布した「あゆみ」や作品等を提出したり、２学期のめあて
を考えたり、係活動や班決めなどの話し合い活動をしたりしていました。

西中学区小中合同学習会

これまで「小中連携あいさつ運動」などの活動についてお知らせしてきま
したが、本校は西中学区の小学校として池田小とともに、西中を中心に連携
推進を図っています。小学校から中学校への進学は、子ども達にとって一つ
の節目ではありますが、反面ギャップが大きいと子ども達にはハードルが高
くなってしまいます。そこで、３校が連携して同じ中学校へ進む子どもを育
む小学校として、迎え入れる中学校として、先生方も子ども達もスムーズな
つながりが持てるように取り組んできました。
今回、これまでコロナ禍で実施できなかった西中学区小中合同学習会を開

催しました。連携推進の基本理念を甲府市教育委員会の加賀美学力向上専門
員からご講演をいただいた後、「研究」や「外国語」などの分科会に分かれて、
子ども達の実態や各校の実践の共通理解を図り、今後の指導に生かすよう話
し合いました。
「学校運営協議会」も含めて、これからも保護者・地域・同学区の小中学校など、様々な連携を図り

ながら、子ども達の健全な育成に努めて参りたいと思います。

HPには、子ども達の学校での様子も載せてありますので、こちらもご覧下さい。


